
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

子ども達が意に沿わないことから逃げてしまうことは、子ども
達にとって都合のよい環境を親が用意することが当たり前に
なった結果、子ども達は親に従わなくなりました。
自分にとって好まないこと、自分の計画通りでないことが起こ
る時、私達はどうすべきでしょうか。

　弟は自己中心な思いで、父の財産をもらって好きに生きよう
と、家から出ていきました。
その結果、苦労し、食べることもできなくなり、父の元に帰ろ
うと決めました。
神様から心が離れて、自己中心な思いでいっぱいになっている
時は、諫めて説得してもわかりませんし、聞けれずに、拒否が
起こります。
　放蕩息子が帰ろうという心に替えられたのは、父が愛し続け、
信じて待ち続けたからでしょう。私達の心に神様から離れてし
まう心があったとしたら、神様はどうでしょうか。神様は変わ
らずに待ち続けるこの父の姿のように、それでも私たちを信じ
て愛し続けてくださっているのです。
　このたとえから神様の心を知る私達は、頑なさを捨てて、聞
き従う方がいいはずです。聞き従わなかった代償は、この家の
財産の半分です。もし聞くことができたなら、失わずに済んだ
のです。

　幕末から明治にかけキリシタン迫害の歴史があります。
山口県津和野市にある「乙女峠」。キリシタン弾圧事件で、津
和野には 153 名のキリシタンが収容され、その収容されてい
る場所で厳しい拷問を受けました。津和野に流刑されたキリシ
タンのうち37名が命を落としました。
その中に一人の少女がいました。岩永もりちゃんという 6 歳の
女の子です。
　迫害の中、役人は飢えに苦しむ子ども達にお菓子を見せ、「食
べてそのかわりにキリストは嫌いだと言いなさい」と言いまし
た。しかし、もりちゃんは、「お菓子をもらえば天国へは行け
ない。天国へ行けば、お菓子でも何でもあります」と答えて、
永遠のしあわせを選びました。もりちゃんはその後命を落とし
ました。
しかし、もりちゃんの信仰を守る姿は、一人の人間が持つ信念
の力を示し、信仰と勇気の象徴として語り継がれています。

曽我佐知子

来週の奉仕者
（１２月１０日）

今週は…コロサイ1：21～コロサイ4：9

　～リビングライフより～

「神様にゆだねる」「神様にゆだねる」

（ ２０２３ 年１１月２６日 ） 

（要約者：藤原 友規子）

Xmas
イブ礼拝

 　今週のリビングライはコロサイ人への手紙1章21節～4章9節になります。コロ
サイ人への手紙は、獄中にあったことをほのめかす記述から、パウロの獄中書簡の 1
つと分類されています。コロサイの町は、小アジアの中央西部を占めていたフルギヤ
にあり、かつては大きな交通要地だったのですが、パウロの時代には、小さな町になっ
ていて、60 年の大地震によって多大な損害を受けました。この町には、フルギヤ人の
ほかに、かなりのギリシヤ人と、紀元前二、三世紀頃から移住して来た相当数のユダ
ヤ人が住んでいたとみられます。
　コロサイ教会は、主として異邦人メンバーであることが伺われ、同時にかなりのユ
ダヤ人会員のいたようであり、信徒は信仰の面で相当教化されていることが伺えます。
一方、一つの危険な異端思想（後に「グノーシス主義」と呼ばれる異端の原型）が侵
入しており、パウロは、それを是正し、福音の正しい理解に立った信仰生活と教会形
成とを教え諭すために、これに対し、キリストの神性、受肉と人性の真理の大切さを
訴え、同時に思弁的哲学、誤った禁欲主義、ユダヤ主義などの誤った教えの思想に対
し強い警戒を促しています。本書に出てくるオネシモの状況から、コロサイにいるピ
レモンへの手紙と同時期に書かれ、オネシモと共に派遣されたテキコによって運ばれ
たとみられます。この時、おそらく同時にテキコによってもたらされたエペソ人への
手紙と、内容的に重複している所がありますが、それは、同時期に書かれたからであり、
エペソが、「キリストの教会」の書であり、教会論が強調されているのに対し、コロサ
イは「教会のキリスト」の書であり、キリスト論が強調されていることが特徴です。
構成は以下のようになります。
1. 前置き 1:1-12 
1-1. 挨拶 1:1-2
1-2. 感謝と祈り 1:3-12
2. キリストによる贖いと救い 1:13-23
3. キリストの体なる教会として歩む 1:24-2:7
4. キリストに属する教え vs この世に属する教え 2:8-23
5. キリストにある新しい人の歩み 3:1-4:6
5-1. 天にあるものを求める 3:1-4
5-2. 古い人を捨て新しい人を着る 3:5-17
5-3. 新しい人の家庭と社会での歩み 3:18-4:1
5-4. 祈り、証、良い言葉の勧め 4:2-6
6. 結び 4:7-18
　今週、コロサイ人への手紙のほとんどを通読することができます。
当時パウロは、ローマの獄中におり、皇帝ネロによる尋問が行われるのを待っている
状態でした。それでもパウロは、神のことばを余すところなく伝えるという使命に召
され、それを行ったのです。私たちも、私たちの中に内住されるキリスト…「栄光の望み」
を延べ伝える者になりましょう。

牧 一穂 牧師
牧 唯恵 伝道師
西嵜 芳栄 伝道師 
横山 栄子
神達 良子

　

12 月の誕生者
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　努力して狭い門から入る→神の計画に生きる→誘惑の罠どう
する→翼の中に養われる
ルカ13:31-35 後編

　自分の熟慮性を確かめる問題が出されました。
『バットとボールは合わせて 1100 円。バットはボールより
1000円高い。では、ボールはいくらでしょう？』
2 つの値段の違いが 1000 円なら 1100 円のうち 1000 円が差
額。残りの 100 円は差額が発生していないので均等に分けて
50円。つまり、ボールが50円、バットが1050円。
正解は 50 円でしたが、ほとんどの方が 100 円と即座に思いま
したね。
　目に見える情報だけで判断し、納得できないと事実であって
も受け入れない、自分のそんな部分を認識できた時間でしたね。
日常においても、いかに思い込みや決めつけが多く、ずれた基
準で判断しているか注意しなければならないと思わされまし
た。

　人間の暮らしに近づき、問題を起こしている熊の問題、イエ
ローストーン国立公園でオオカミがいなくなり、鹿が増えすぎ
たために、樹皮を食べる鹿が原因で森が枯れてきている生態系
の問題を知りました。その事態をおこしている対象が問題のよ
うに見えますが、問題にはその背景があります。この事態を引
き起こしたのはオオカミを人間の都合により排除した結果で
す。崩れた生態系を本来あるべき姿に戻せば、問題は解決に向
かっていきます。

　チーターの母親の子育てを映像で見ました。
なかなか獲物を狩ることができない子ども達。チーターは生後
18 か月で親から離れなければなりません。子ども達に狩りの
コツを教え、獲物をしとめさせるため、母親は離れたところか
ら子ども達の狩りを見守ります。子ども達がインパラを捕まえ
ますが、反撃されて負けそうになった時、母親は駆けつけて獲
物をしとめました。
自然界では親が子どもに生き様を見せ、生き方を継承していま
した。

　「ああ、エルサレム、エルサレム。預言者たちを殺し、自分
に遣わされた人たちを石で打つ者、わたしは、めんどりがひな
を翼の下にかばうように、あなたの子らを幾たび集めようとし
たことか。それなのに、あなたがたはそれを好まなかった。」（ル
カ13:34）
　私たちを大きな愛で包み、その翼の下で守り、育てようとし
てくださっている神を拒否したエルサレムの民への言葉です。
「見なさい。あなたがたの家は荒れ果てたままに残される。わ
たしはあなたがたに言います。『祝福あれ、主の御名によって
来られる方に』とあなたがたの言うときが来るまでは、決して
わたしを見ることができません。」（ルカ13:35）
　拒否の結果に対して書かれている言葉です。
私達は、任されていることや、置かれている関係の中で、荒れ
果ててしまっていることがないでしょうか。うまくいかないこ
と、人との争いや、問題は、私たちの心が神様から離れてしまっ
た結果なのです。自己中心な思いが心を占め、神の王座に自分
が着いてはいないでしょうか。
　戦争は、自己中心な自分の価値観を押し通そうとする心が起
こしてしまった行動の結果です。
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さいごに20 日   湯浅八重子
22 日   新開未沙子
26 日   山本洋子
31 日   日名陽子

    

 7 日   三村隆人
 8 日   金森清子
 9 日   草井琴乃
10 日  森田綾
14 日  岡本克子
 
 

15 日  田城一愛
15 日  長谷かをる  
17 日  岡本恵美子
18 日  森田毅
18 日  新開陽

              　 
3 日   西嵜結愛
4日   平澤愛実
4 日   平澤義実
  6 日　李宰昇

 

　私達が神様の愛を知ったのは継承してくれた方が先にい
たからです。
拒否する心があるなら、私達は神様の愛を忘れているので
す。
従えるわけないようなことに聞き従おうとする時に、許せ
ない人を愛そうとする時に、イエス様の犠牲を思い出しま
す。私達を愛するが故に身代わりになられたのです。イエ
ス様の愛は変わりません。
　私達が聞き従うなら、問題は必ず解決に向かい、もう無
理だと諦めていたところに奇跡が起こります。奇跡は人が
作り変えられること。私達自身が作り変えられる奇跡を祈
りましょう。 

：

　私は今まで「私は大丈夫！」そう言いながら生きてきました。
得に困っていることはないし、自分の力で何とかなっているし、
誰かに心配してもらわなくても、自分でできる。そう思いながら、
自分よがりに生きていた中で、自分ではどうしようもないことが
次々と起きました。そして、教会に導かれ、周りの人に助けられ
る経験をして、助けてほしい時やどうしてよいかわからない時、
人に頼ることが出来るようになりました。
　そのような中で、人ではなく、これは神様がしてくれたことだ
と言われました。でも、その時の私は神様に頼るという意味もわ
からないし、頼りかたもわからない…そんな私に、神様は私が理
解しやすいように人を通して神様に頼ることを教えてくれました。
　そして、それまでの自分の行動が不安からきていたこと、自分
だけを信じて、自分以外のものを何も信じていなかったことに気
づかされました。それでも、今もまだ私は「神様にゆだねる」こ
とを心の底からできているわけではありません。　でも、神様に
ゆだねることができたら、どんなに幸せだろう、と感じています。
だから、「神様にゆだねたい」と祈ることを忘れずに、全てを神様
にゆだねていきますと、日々祈っていきます！

第一ペテロ　第５章７節
『あなたがたの思い煩いを、いっさい神にゆだねなさい。神があな
たがたのことを心配してくださるからです。』
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岡本 英樹
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西嵜 一喜
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考えずに正解を求める時代

自然は摂理に従っている

継承する

放蕩息子のたとえ

もりちゃんの証

神の国に入る者

ところが拒否している私たち　

    

金森清子

田城一愛 長谷かをる

新開未沙子

草井琴乃平澤愛実 平澤義実

森田毅 新開陽

山本真理子西嵜結愛

森田綾

岡本恵美子

山本洋子

李宰昇

湯浅八重子

三村隆人

岡本克子

  　神の国にはいるには、努力して狭い門から入る
「誘惑の罠どうする→翼の中に養われる」ルカ１3：２２－３０
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お菓子の家
マルクト

餅つもたれつ感謝祭

てもて塾

ゴスペルコンサート
京山公民館

ゴスペルコンサート

SDGｓ DAYセル祈祷会


